
　12月12日から21日までの日程で、生徒10名がBHSEC
との研究交流に参加した。参加生徒は、相対論・宇宙論
プロジェクト、スライムモールドプロジェクト、ヒドラ
プロジェクト、色素プロジェクト、チャンドラセカール
プロジェクトと物理選択生から選考した。
　生徒研究員制度のプロジェクトは日頃の研究成果を発
表し、科学プロジェクトは「ペルチェ素子」について発
表した。６つの発表とも、パワーポイントの資料をプリ
ントとして配付したことも助けとなって、およその内容
は伝えることができるところまで上達することができ
た。このため、すべての発表において質問が出た。すぐ
に質問に答えられる生徒もいたが、質問内容を理解でき
ず、BHSECの先生に質問内容を言い直してもらう場面
もあった。

　ホストファミリーの生徒と一緒にBHSECの授業にも
参加し、化学や物理の実験にも参加することができた。
すべての授業が20名以下で行われ、教員が説明や指名す
るのではなく生徒が活発に質問することで進める授業を
体験し、多くの生徒が以下のような感想を書いていた。
　「生徒がただ授業を聞いているのではなくおのおのが
発言をして自分の考えを言い合っていました。その中で
すべてを聞き取り理解するというのは難しかったのです
が大体は理解することが出来ました。日本では自発的に
発言をすることが少ないため、あまり見られない光景で
新鮮でした。」

　自然史博物館の見学では、サイエンスライターの方に
バックヤードも案内していただき、展示されていない膨
大な化石や羽毛の生えた恐竜のモデルの製作現場を見る
ことができた。最新の研究によって、ユウティラヌスは
全身羽毛で覆われていたということが分かったため、新
たに模型を作っている現場である。このユウティラヌス
はティラノサウルスよりも約6000万年前にいたティラノ
サウルスの祖先であった。このことから、ほとんどの肉
食恐竜が羽毛で覆われていた可能性もあり、今まで考え
られていた恐竜の外観を大きく変える発見である。この
ため、生徒も非常に興味深く見学していた。
　スタローンキャタリングガンセンター（Memorial Sloan 
Kettering Cancer Center）の見学では、最初に研究内

ヒドラプロジェクトの発表
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容を説明したいただいた後、実験の演示を見学した。蛍
光色素でマークした遺伝子の割合を即座に測定する様子
を見ることができた。

　研修最後の生徒のレポートには、次の生徒のように視
野の広がりについて書いている生徒が多かった。
　「日本もたくさんのいいところがあると思いますが、
僕は今回アメリカへ研修に行って、海外もたくさんのい
いところがあるということを知ることができ、視野がと
ても広がったと思います。また、日本も見習うといいな
と思うところもたくさんありました。」
　また、次の生徒のように、自分の英語によるコミュニ
ケーション能力を見直し、言いたいことが明確であれば
不完全であっても伝わるという重要な部分に気づく生徒
もいた。
　「プレゼンテーションではスムーズに言いたいことを
伝えられ、質問に対しても言いたいことを何とか英語に
することが出来ました。原稿は意識せずただ伝えたいこ
とを話せたことは自分でも驚きました。
　今回の海外研修、準備期間も含め自分の英語でのコ
ミュニケーション能力がどれほどのものかについて知る
ことが出来ました。自分の英語でのコミュニケーション
能力は確実に向上したと思います。最初は語彙力のなさ
などから伝えたいことが伝えられないかもしれないと
いう不安がありました。けれどもいざ実際に使ってみる
と的確に伝えられない場面もありましたが、大方伝えた
い事を伝えられたということは嬉しかったです。特に言
いたいことが明確な場合は単語が思いつかなくても言葉
に詰まることなく、何とか言葉をつなぐことが出来まし
た。語句も滞在中に確実に増え、表現の仕方も増え英語
のコミュニケーション能力が向上したので今回の海外研
修は私にとってとても有意義なものとなりました。今後
は語彙力を向上させさらに英語で話せるようになりたい
です。」
　３月には、BHSECの生徒が来て科学に関する発表を
行い授業に参加する予定である。この交流を通して、プ
ロジェクトの研究を深めるだけでなく、視野を広げて海
外にも発信しようとする向上心を育てていきたいと考え
ている。
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